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＊アクセス(図 1 は秋田高専 HP より引用) 

〒011-8511 秋田県秋田市飯島文京町１番１号  

 

図 1 アクセスマップ 

＊特色(一部文章は秋田高専 HP より引用) 

・機械工学科、電気工学科、工業化学科の 3 学科(各学科定員 40 名)で、昭和 39(1964)年 4

https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment05.pdf


月に創設され、さらに 5 年後の昭和 44(1969)、土木工学科を新設して 4 学科体制(学年定

員 160 名)となった。 

・平成 29(2017)年 4 月には、融合複合分野の基礎知識に加えて、得意とする特定工学領域

で高度な専門知識・技術を身に付けた創造性豊かな技術者の育成を目指す新カリキュラ

ムを備えた創造システム工学科への改組が行われた。 

 

＊本高専の目的(一部文章は秋田高専 HP より引用) 

1．使命 

本校は、3S「創造・誠実・責任」と 3K「健康・研究・協働」を校訓とし、準学士課程で

は「深く専門の学芸を教授し職業に必要な能力の育成」、専攻科課程では「より高度な工業

に関する知識及び技術を教授研究し、すぐれた独創的開発能力を備えた実践的工業技術者

の養成」を使命としている。 

 

2．基本方針 

本校は、「自立・挑戦・創造」を教育理念に、教養教育・専門教育・専攻科複合教育及び

卒業・特別研究を通じて、地域を含む世界の産業界発展に貢献し、かつ、地球環境の共生・

創成に寄与する人材を養成することを目指している。 

教育においては、教養および専門知識・技術の修得に加え、自立した人間形成を基本に、

新しいことへ挑戦する心、異分野の総合に必要な協調性と総合力、および自由な発想とそれ

を実現する創造力豊かな実践的技術者の育成を目指している。 

 

3．養成しようとしている人材像 

3.1 準学士課程 

人間としての素養を、年齢の発達段階に応じて修得することを目指し、技術者としての社

会的責任を自覚できるようにする。基礎および専門技術を修得し、生産の現場に不可欠な実

践的かつ専門的な知識と技術を有すると共に、新たなものづくり基盤技術を修得し、挑戦す

る能力を備えた技術者を養成する。さらに、生産技術や製品開発に求められる専門的知識や

技術、与えられた問題を解決する能力、生涯に亘って自ら学ぶことのできる能力など、自立

型技術者に不可欠な能力を有する実践的技術者を養成する。 

 

3.2 専攻科課程 

準学士課程で修得した基礎および専門技術に加え、より専門分野に精通すると共にプレ

ゼンテーション能力を身につけ、国際分野で活躍出来る技術者を養成する。また、複数の領

域をまとめる総合力、複雑で多岐に亘る領域に求められるシステム思考、複合領域にも対応

できる能力を備え、技術者倫理を理解し修得した高度で実践的な知識と技術を背景に、既存



技術の発展や新たな技術の開発をし、様々なアプローチの仕方により限られた時間内で技

術的問題を含む課題に取組み、現時点での最良の解決策を導出できる自己啓発型の創造性

豊かな技術者を養成する。 

 

4．達成しようとしている基本的な成果 

4.1 準学士課程 

準学士課程は、教養教育と専門教育から成り、それぞれ達成しようとしている成果を設定

している。教養教育で基礎学力を養うとともに、社会性を持った人材の育成を進めている。

教養教育の成果を踏まえ、専門教育では技術者としての必要な能力を定め、それを目標に教

育を行っている。さらに、学科の特性に応じた達成しようとしている技術内容も具体的に規

定している。 

これらの教育を通して、本校では準学士課程の卒業生にふさわしい社会性と教養、技術者

の能力・知識の修得を目指して、教育を進めている。 

準学士課程の各段階、および各学科で達成しようとしている基本的な成果は、次のとおりで

ある。 

 

[教養教育] 

主に低学年(1～3 年生)で実施し、技術者、職業人として社会生活を営む上で必要な教養、

および専門技術を学ぶ上での基本的な素養を養うことを目的としている。教養課程で達成

しようとしている基本的な成果は次のとおりである。 

 

(A) 自らの意思を的確に表現し行動できる能力、知識を整理し総合化できる能力、技術者倫

理等、人間としての素養を年齢の発達段階に応じて修得する。 

(B) 工学基礎としての自然科学系科目を深く理解する。 

(C) 世界の多様な国・地域の歴史・伝統・文化を理解する能力、互いの意思の疎通ができる

実践的な英語能力を修得する。 

 

[専門教育] 

主に準学士課程の高学年(4～5 年生)で実施し、教養教育を基礎に技術者として必要な専

門的な知識と技術を修得することを目指している。専門教育で達成しようとしている基本

的な成果は次のとおりである。 

 

(D) 実践的かつ専門的な知識と技術の基礎となる専門基礎学力を習得する。 

(E) 教養教育による工学基礎および専門基礎を土台とし、現象・動作を具体的に理解できる

実践的な能力を修得する。 

(F) 問題・課題解決のための方法・手段を模索し、実行できる能力を身につける。 



 

機械工学科  

機械とその要素、機器、装置が開発、設計、製作できる技術、およびこれらを支援するコ

ンピュータの利用と制御に関する技術を修得する。 

 

電気情報工学科  

高度情報化社会に対応したコンピュータ、制御および通信に関する技術を修得する。新し

い電子材料の創製と、電子回路およびエレクトロニクスデバイスに関する技術を修得する。

社会基盤に対応した電気エネルギーに関する技術を修得する。 

 

物質工学科  

有機材料、無機材料等に関するバイオテクノロジーを含む合成技術と得られた分子、物

質・材料の構造・物性を評価出来る技術の修得。工業化された際の製造プロセスを最適化す

る技術と運転・管理技術を修得する。 

 

環境都市工学科  

社会基盤整備を支える施設の計画・設計・施工および完成した施設の維持管理と再生のた

めの技術、およびこれらを支援するために必要なコンピュータ技術を修得する。環境アセス

メントおよび都市計画・都市デザイン設計とその関連技術を修得する。 

 

4.2 専攻科課程 

専攻科課程の達成すべき教育の内容は、準学士課程の教育を基盤とし、技術者倫理を理解

した創造力豊かな実践的工業技術者の育成である。専攻科課程で達成しようとしている基

本的な成果は、次のとおりである。 

 

1.自ら問題を発見・解決する能力を備え、生涯に亘って学ぶことのできる能力を修得する。 

2.産業社会におけるグローバル化に対応するため、正しい日本語で表現(記述・口述・討論)

し、かつ国際的に通用するプレゼンテーション能力を修得する。 

3.複雑で多岐にわたる工業技術分野に貢献できる技術を有し、複合領域にも対応できる能力

を修得する。 

 

各専攻科で達成しようとしている基本的な成果は次の通りである。 

 

生産システム工学専攻  

機械工学、電気情報工学を基礎とした精密加工、システム工学、熱流体エネルギー、応用

力学、エレクトロニクス、情報、制御、新素材などを含む先端科学技術に深く関わる高度な



科学技術を修得する。特に、機械工学、電気情報工学の複合領域におけるメカトロニクス技

術者として必要となる総合力・システム思考能力を含めた創造力を身につける。 

 

環境システム工学専攻  

物質・材料工学、環境都市工学を基礎とした無機材料、有機材料、微生物工学、水環境工

学、環境地盤工学、環境地域計画学などを含む先端科学技術に深く関わる高度な科学技術を

修得する。特に無機材料・有機材料・生物材料を利用した水環境改善のための処理技術や物

質循環・エコマテリアル工学など物質工学、環境都市工学の複合領域における創造性豊かな

技術者として必要な総合力・システム思考能力を含めた創造力を身につける。 

 

＊教育理念・教育目標・3 つの方針(一部文章、URL は秋田高専 HP より引用) 

(教育理念) 

自立 挑戦 創造 

自立した人間形成、新しいことへ挑戦する心、自由な発想を実現する創造力の育成 

 

(教育目標) 

社会が必要とする人材の養成 

 

(3 つの方針) 

本科 

専攻科 

 

＊入試形態(URL は秋田高専 HP より引用) 

(本科) 

令和 3 年度入学者募集要項 

令和 3 年度編入学生募集要項 

(専攻科) 

令和 3 年度専攻科募集要項 

 

＊試験状況及び偏差値(表は秋田高専 HP より引用) 

 本科(創造システム工学科) 偏差値 60 

  

推薦選抜 

https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/03/b02_03_01.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2018/03/b02_03_02.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/09/r3-bosyuu.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/07/r3-hennyu.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/04/20200416.pdf


令和 2 年 4 月 1 日現在 

区分 ※30 年度 31 年度 2 年度 

志願者 105(34) 127(32) 110(28) 

入学者 101(34) 88 (27) 88 (28) 

（）内は女子学生内数 

  

学力選抜 

令和 2 年 4 月一日現在 

区分 30 年度 31 年度 2 年度 

志願者 72 (8) 101(17) 94 (14) 

入学者 66 (7) 80 (13) 79 (13) 

（）内は女子学生内数 

  

◎ 編入学 

令和 2 年 4 月 1 日現在 

区分 30 年度 31 年度 2 年度 

志願者 2 (0) 1 (0) 0 (0) 

入学者 0 (0) 1 (0) 0 (0) 

（）内は女子学生内数 

  

◎ 専攻科 

令和 2 年 4 月 1 日現在 

区分 30 年度 31 年度 2 年度 

生産システム工学専攻 

志願者 22(2) 19(0) 18(0) 

入学者 13(1) 12(0) 10(0) 

環境システム工学専攻 志願者 9 (3) 2 (0) 14(1) 



入学者 6 (2) 1 (0) 4 (0) 

計 

志願者 31(5) 21(0) 32(1) 

入学者 19(3) 13(0) 14(0) 

（）内は女子学生内数 

 

＊卒業後の進路状況(令和２年度)(URL、一部文章は秋田高専 HP より引用) 

令和 2 年度 3 月卒業・修了者の進路状況 

就職先・進学先 一覧 

就職先一覧(本科) 

就職先一覧(専攻科) 

進学先一覧(本科) 

進学先一覧(専攻科) 

 

※1 表中のアルファベットについて 

本科 創造システム工学科 

M : 機械系(機械工学科) E : 電気・電子・情報系(電気情報工学科) 

C : 物質・生物系(物質工学科) B : 土木・建築系(環境都市工学科) 

( )内は本科改組前の学科名です。 

専攻科 

S : 生産システム工学専攻 K : 環境システム工学専攻 

 

※2 就職先一覧の企業名・事業所等について 

企業名は最新のものを記載しています。 

事業所等はこれまでに卒業・修了者が配属された事業所や支社、工場等を列挙しています。 

https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment01.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment02.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment03.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment04.pdf
https://www.akita-nct.ac.jp/wp-content/uploads/2020/10/employment05.pdf

